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   クラブ会長 山田 芳之 

主題 ： 持続可能なクラブ運営と活性化を目指そう！ 
Let's move toward sustainable club management and revitalization! 

クラブ役員及び各委員長 

会長 山田芳之 メネット会長 時任かな子 

副会長 湯田裕憲 地域奉仕・環境委員長 柏原芳則 

書記 古閑恵子 ＥＭＣ委員長 甲斐美由紀 

〃 柏原芳則 Ｙサ・ユース委員長 蠣原郁子 

〃 田中智子 ファンド委員長 時任幸四郎 

〃（出欠送信係） 湯田裕憲 交流委員長 田中俊夫 

会計 堀川和幸 ドライバー委員長 吉本典子 

〃 野村憲一 新事業検討審査委員長 山田芳之 

〃 小堀鈴代 ウェルネス委員長 金澤知徳 

監事・会計監査 由富章子 広報・ブリテン委員長 森博之 

事務局 仲井裕司 担当主事 加藤泰文 

  直前会長 中山順博 
          

４月例会記録 ニコニコファンド 

在籍会員数 33 名 メネット 1名 
4月例会 - 

例会出席 14 名 ゲスト 2名 

メーキャップ 4 名 ビジター 19名 
累計 \95,312 

出席率 54.5％ コメット  

 

立野 泰博  

創世 １：１ 

初めに、神は天地を創造された。 

 

神が世界を造り「良しとされた」とあります。その後、

創造されたものに場所を与えておられます。空の中であ

り、海の中であり、地上であり。それぞれの「居場所の創

造」もされました。  

保育園の講習会で「居場所」の話がありました。こど

もの居場所ではなく、保育実習生が現場で出会う問題で

した。現場での保育実習を途中でやめる学生が多いとい

うのです。その理由は、お昼の休憩時間におやつなどは

出してあるけれど、だれも構ってくれず「自分の居場所

がない」からでした。自分で居場所を創造することがで

きないのです。 

自分の居場所を創造することは大変なことかもしれま

せん。忍耐、努力、協調性、優しさ、明るさなどを求めら

れるからです。 

聖書はまず神が「創造された」とあります。私たちも

神から与えられた「居場所」を創造し、愛を実践してい

くワイズでありたい。 

～L.L.ジェーンズとジェーンズ邸～ 
L.L.ジェーンズは熊本洋学校教師として、熊本バンド

のメンバーをはじめ、多くの優秀な若者を世に送り出し
ました。ジェーンズワイズメンズクラブは、ジェーンズ
の献身的な奉仕の業と功績に敬意を表し、その名を冠に
戴いた社会奉仕団体です。 
2016年の熊本地震で全壊したジェーンズ邸は、2022年

に水前寺江津湖公園へ移転して復元整備されました。 

国 際 会 長 主 題  “Let Your Light Shine “ 
輝かそう、あなたの光を ／Ulrik Lauridsen （デンマーク） 

アジア太平洋地域会長主題  “Elegantly Change with New Era “ 
新しい時代とともに、エレガントに変化を ／Shen Chi-Ming （台湾） 

西 日 本 区 理 事 主 題  “Know the origin and utilize it in the future! “ 原点を知り将来に生かす 
 スローガン：立ち上がれワイズ モットーと共に ／田上 正 （熊本むさし） 

九 州 部 部 長 主 題  “Let’s contribute to activate your club with enthusiasm”  
熱意を持って、自クラブ活性化に貢献しよう ／今村格（熊本） 

今月の聖句  

NO.495 

      
   

日時：2023年5月9日（火） 
  会場：ホテルキャッスル 
  司会：小堀鈴代ワイズ 
 

１ 開会宣言・点鐘  山田会長 
２ ワイズソング「いざたて」 全員 
３ 会長挨拶   山田会長 
４ ゲスト・ビジター紹介 
５ ハッピーバースデー＆アニバーサリー 

  ６ 食前感謝   加藤担当主事 
～食事～ 

７ 野村ワイズ自己紹介（動画） 
８ 西日本区大会準備状況・役割確認 
               中山ワイズ 
９ 「なごりはつきねど」     全員 

１０ 閉会宣言・点鐘  山田会長 
 
＜ハッピーバースデー＞ 
５月 甲斐美由紀 ２日 上村眞智子  １１日 

山田芳之 １４日 伊瀬知真由美 ２１日 
野村憲一 ２９日 
加藤香織 １０日 中山友子   １１日 
金澤郁子 ２３日 上野彩加   ２８日 

４月 柏原芳則 １０日 湯田裕憲   ３０日 
田中智恵 １７日 清田弘子   ２７日 
堤明子  ３０日 

 
＜ハッピーアニバーサリー＞  
５月 金澤知徳・郁子   ５日 
   上野雄大・彩加   ５日 
４月 蠣原郁子・岩生   ４日 

柏原芳則・由美子 １６日 
前田香代子・豊  ２２日 

 
 

CHARTERED 1987 

５月強化月間 Youth 
Involvement Activitie 

将来のワイズメンズクラブと YMCA のためにユースの活

動を支援しましょう。 
清水淳 Y サ・ユース事業主任（とやまクラブ） 
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第３６代会長 

山田 芳之 

 

◇主題 

持続可能なクラブ運営と 

活性化を目指そう！ 

 

4 月 22 日に久々の移動＆合同例会が熊本ＹＭＣＡ

阿蘇キャンプ場でありました。熊本クラブ、阿蘇クラブ、

Ｎスピリットクラブとジェーンズの 4 クラブ合同でし

た。阿蘇キャンプ場は 70 周年を迎えており、3月 21

日にはＹＭＣＡの公式な式典を終えたばかりです。し

かもＮスピリットクラブが入会式も行いましたので充

実感はいっそう増しました。 

実は、その週 17 日には八代クラブの入会式にも立

ち会わせていただき、ワイズの原点を改めて感じまし

た。仲井九州部ＥＭＣ主査によれば、八代クラブの翌日

はみなみクラブも入会式があったそうです。あちこち

で新しい風が吹き始めているようで喜んでいます。 

これまで新型コロナ禍により様々な活動が大きく制

限された 3 年間でしたが、他クラブも交えたリアルで

お酒のある例会はやはり楽しいものです。他クラブに

も楽しくて、面白いメンバーがたくさんいて、彼らとの

新たな交流がワイズライフに更なる彩りを添えてくれ

そうに思いました。 

また、あか牛の丸焼きはいつもどおりの美味しさで

宴席の華。さらには阿蘇クラブの藤本ワイズ製作の豚

肉はメチャメチャ柔らかくてあか牛以上に美味しく感

じました。 

宿泊したメンバーは 9 名

でしたが、翌日は 70周年式

典の際に大雨で取り残され

た記念植樹をさせてもらい

ました。また熊本新発見の旅

割もあり、プチ観光や朝のウ

ォーキング、朝飯はおかわり

までして盛り沢山、何とも得をした日になりました。 

いよいよ今期も残り 2 ヵ月。西日本区大会の実行委

員会は佳境に入りました。だから本日の例会は何を差

しおいても、大会の成功に向けて最終の打合わせをし

たいと考えました。 

「あの大会は頑張ったね、でもお陰で大成功だった

よ。良かったなあ。」 

後年、ビデオ等の大会映像を見る機会が必ずあるは

ずです。そんな時に、こんな感想を皆が口にするような

実りある大会を運営しましょう、皆様の惜しみないご

協力をお願いします。 

 
 
 

担当主事 加藤 泰文 
１．【熊本 YMCA】2023 年度定時会員大会 

2023 年度熊本 YMCA 定時会員大会を次のとおり
開催いたします。 
１．日時 2023 年 5月 26 日（⾦）18:30開始 

21:00 終了（予定） 
２．会場 本会場 熊本 YMCA 本館 

サテライト会場 YMCA 阿蘇キャンプ 
３．スケジュール 

第１部 礼拝 
讃美歌 2 編 26 番 小さなかごに 
聖書 マタイによる福音書 7 章 7節 
奨励 「願いの交差点」 
日本キリスト教団熊本草葉町教会 森嶋道 牧師 

第２部 基調講演会 
「75 周年を迎えた熊本 YMCA への期待
（仮）」講演者 熊本県副知事 木村敬 氏 

第３部 表彰式 
第４部 報告会 
・2022 年度事業報告・収⽀決算報告等 
・2023 年度事業計画・収⽀予算報告 
・2023 年度常議員選任投票報告・紹介 

特別アピール  
１）YMCA 阿蘇キャンプ創⽴70周年について 
２）ユースボランティアリーダー活動報告 

 
２．【鹿児島 YMCA】チアダンスチーム世界 2 位！ 

3 月に行われたチアダンス全国大会での結果を受け
て、世界大会へ出場することになりました。鹿児島
YMCA がコロナ禍でも唯一続けることができたウェ
ルネス事業のチアダンス。 
今年で 14 年目を迎えます。子どもたちには、仲間と

協力し目標をもって学ぶことの大切さを経験すること
で、健全なスピリット、マインド、ボディを得る青少年
育成につなげたいと思い、11 年前からチアダンスの競
技大会にチャレンジされています。今年を含め 11 年
連続で全国大会に出場。鹿児島で YMCA と聞くとチア
という声も増えてきております。 
子どもたちの思いは、どこまでもいくもので、とうと

う本場アメリカで開催される世界大会に選んでもらう
までになりました。コロナ禍にあっても、YMCA の大
切な理念である互いに認め合い高めあうことを大切に、
あきらめずに練習してきた結果、3 年ぶりに開催され
る世界大会への出場につながりました。 
今回出場する子どもたちの紹介動画です。 
https://youtu.be/mEJMqZlPUz4 
ただ、悩みの種は渡航費であり、費用の高騰は想定以

上で、差額が 20 万以上も違いところもありました。
先日の第 2 例会にて、ジェーンズクラブよりご支援い
ただけますこと、心より感謝いたします。ありがとうご
ざいます。 

 
３．【学院】「ウクライナ避難民日本語学校奨学金」募金
のお願い 
熊本 YMCA では、「平和な世界」を願い「共に生き

る社会」の実現を目指し、外国人留学生に対して日本語
教育を行っております。コロナ禍で落ちこんだ留学生
も徐々に回復し、熊本 YMCA 学院日本語科（日本語学
校）には 2023 年 4 月期生として 9 ヵ国から 43 名
の新入生を迎えました。（継続生と合わせると 11ヵ国
113 名） 

会長通信 

 

https://youtu.be/mEJMqZlPUz4
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新入生の中には 3 名のウクライナ避難民が含まれて
います。内 2 名は日本財団の支援により学費が賄われ
ますが、1名（Sさん）については今年度支援の対象外
となり学費の捻出が難しい状況です。 

S さんは 2022年に来日し、県内某日本語学校に在
籍しましたが諸般の事情により 2023 年 3 月に同校
を修了しました。Sさんは日本で IT 業界への就職を希
望しており、就職に必要な日本語能力を身に着けるた
めに熊本 YMCA 学院日本語科でもう 1 年日本語学習
することを強く望んでおります。 
本学院としましては、日本を選んで避難して来た S 

さんが、熊本の地で日本語を学び、日本の文化や生活習
慣を身に着けて就職することを支援すべく、学費の一
部を賄うために下記のとおり「ウクライナ避難民奨学
金募金」を行うこととしました。（日本語学校年間学費 
74 万円の内、入学金 8 万円及び教材費等 6 万円は本
人負担。授業料 20 万円を免除） 
つきましては、S さんが当初の目標を諦めることな

く、引続き勉学に励むことができまよう、皆様のご協力
を心よりお願い申し上げます。 
※先日の第 2 例会にて、ご支援のご承認いただき、 
心より感謝いたします。 

記 
目標金額 400,000円（一口2,000円、何口でも） 
募金機関 2023 年 5月 1 日～7月 31 日 
 

 
 
 

書記：柏原 芳則 
日時：2023年 4 月 28日（金）19：00～21：00 
出席者：山田会長、小重、仲井、柏原、千代盛、古閑、
堀川、小堀、時任、前田、甲斐、森、加藤担当主事 
Zoom：湯田、蠣原 
 

【連絡報告】 
１ 4月阿蘇キャンプ 4クラブ合同例会（4/22） 

メン 15名、メネット 1名、熊本クラブ 6名、阿
蘇クラブ 4名、N スピリット 9 名、ゲスト 2名参加 

N スピリット入会式あり、遅くまで懇談して翌朝
は記念植樹を行った。 

２ 京都 ToBeクラブ 25 周年記念例会（3/25） 
ジェーンズから 12 名参加、4 月号ブリテンに報

告のとおり。 
３ 西日本区大会実行委員会（4/10,24） 

4/20 には現地確認も行い当日のイメージも掴ん
だので、5 月例会では全体の流れや役割分担を説明
する。実行委員会も毎週行うので随時、情報提供する。 

４ 九州部ドライバー委員会（4/7） 
他クラブで行っているコミュニケーションタイム

を来期はジェーンズでも復活したい。 
 
【行事確認】 

レジメのとおりです。 
 
【協議・承認】 
１ ５月例会について：承認 

西日本区大会での役割分担を説明するので、テー
ブルはスクール形式で行う。ハッピーバースデー＆
アニバーサリーは４月対象者を含めて記念品贈呈。 

２ 次期からの支援事業の検討について：承認 
次回役員会までに支援メニューの提案をしてもら

い対象事業を決定する。 
３ 鹿児島 YMCA チアダンスクラブへの支援：承認 

世界大会で２位という快挙を達成、ジェーンズか

らも 50,000支援する。 
４ 世宗ウィメンズクラブ訪問について 

千代盛ワイズから提案があっているが、40 周年
記念事業も実施されたとの情報もあったので、IBC
交流事業として交流委員会で協議して欲しい。 

５ ６月例会について：承認 
西日本区大会から 2日後だが日時変更はしない。

ブリテンは日程的に厳しいので第２例会で配布。 
６ ウクライナからの留学生支援について：承認 

YMCA からの依頼に応じて支援する。金額は募
金状況をみて必要額としたい。 
 

＜その他＞ 
１ 九州部主査動向報告 

今期後半は八代、みなみ、N スピリットで入会が
あり、むさし、にし、熊本クラブでも今後予定さ
れ、入会ラッシュの状況。ＥＭＣパートナー賞（過
去 3 名以上を入会に導いたワイズメン）対象者は申
告願います。 

２ ＹＭＣＡより 
熊本 YMCA 通信（本号 P2,3）のとおり。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

ワイズソング  
 

いざたて 

 １．いざたて 心あつくし 手を挙げ 誓いあらたに 

   われらの モットー守る ふさわしその名ワイズメン 

   絶えせず めあて望み この身を 捧げ尽くさん 

 ２．歌えば 心ひとつに ともがき ひろがり行きて 

   遠きも 近きも皆 捧げて 立つやワイズメン 

   栄と 誉れ豊か まことは 胸にあふれん 

 

なごりはつきねど 

  なごりはつきねど 集いは果てぬ 

  今日ひと日の幸 静かに思う  

  むーーーーーむーーーーー 

 

ＹＭＣＡの歌 

 １．若人の あつきいのりは 百年の歴史をつづる 

   とこしえの のぞみにもえて さかえあり 

   ＹＭＣＡ われらまた こぞりて起たん 

 ２．開拓の みむねかしこみ 福音のみ旗は進む 

   地のはての 国々までも ひかりあり 

   ＹＭＣＡ われらまた 勇みて行かん 

 ３．民族の へだてとりさり 手をつなぎ一つとなりぬ 

   もろともに 心合わせて みのりあり 

   ＹＭＣＡ われらまた 誓いて勝たん 

 

 

 

熊本ＹＭＣＡの歌 

１．森の都の朝ぼらけ 有明波のなぐところ 

み神の愛といさおしを 称えて集う若人の 

第２例会報告 

５月 行事予定 

５月 ９日（火）５月例会（ホテルキャッスル） 

５月１９日（金）ジェーンズ役員会（Zoom） 

５月２５日（木）ジェーンズ第二例会（YMCA本館） 

５月２６日（金）YMCA定時会員大会（YMCA本館） 

５月毎月曜 西日本区大会実行委員会（YMCA本館） 

６月１０日（土）１１日（日） 

西日本区大会熊本開催（熊本城ホール） 
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小重 千代美 
 2023 年 4 月 22日（土）、23 日（日）の二日間にかけて、YMCA 阿蘇キャンプにて 
4 月例会を行いました。今回の例会は、ジェーンズクラブ・熊本クラブ・阿蘇クラブ・N ス
ピリットクラブ、4 クラブ合同で行われました。それぞれクラブ会長のご挨拶があり、熊本
クラブ大村副会長は、前回訪れたのが 40 数年前で昨日の様に思い出されると懐かしく話
され、ジェーンズクラブ山田会長は、二、三回宿泊した事があると、その時の様子を楽しく
話され、阿蘇クラブ会長代理の梅井ワイズは、70周年式典のお礼と、改修工事等、募金に
てついて話され、N スピリッツト上野会長は、阿蘇に修学旅行で来られた話等を懐かしく
話され、4クラブ会長様方、合同例会を楽しみにしているとご挨拶を述べられました。 
 また、YMCA 阿蘇キャンプ 70 年の歴史ある思いと、キャンプを通して成長していく子供 
達の様子を、堤館長が述べられました。次に、N スピリットクラブ松本敦子様の入会式が行わ
れ、2ヶ月前私自身の入会式を思い出し温かい気持ちに成りました。 
後半は懇親会にてバーベキューを楽しみ、八代クラブ守田夫妻のギターと歌で、皆様と輪になり、YMCA 奉仕

の精神の絆を深める事が出来ました。その後、二次会にて更に親睦を深め、宿泊組にて一日目を終えました。 
二日目の 23日（日）は、美味い朝食の後、植樹を行いました。ペイントでそれぞれの思いが文字に描かれた杭

を打ち込みました。次回、訪れる度に成長した苗木を見るのが楽しみです。その後、車帰の展望所より阿蘇の山々
を眺めて、素晴らしい景色と又熊本地震の爪痕も目にし、自然と共に生きる事の重要性を考え帰路につきました。 
最後に成りますが、通常例会とは異なり合同例会の準備には、大変な労力を必要とされたと存じます。 
阿蘇キャンプ 70周年の節目の合同例会に参加出来た事に感謝申し上げます。 

４月阿蘇キャンプ 4 クラブ合同例会  


